
●ご使用前に必ず本取扱説明書やその他の付属書類を全て熟読し、
正しくご使用下さい。機器の知識、安全の情報そして注意事項の
全てについて習熟してからご使用下さい。お読みになった後は、
お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管して下さい。
●本取扱説明書では安全注意事項のランクを「警告」「注意」とし
て区分してあります。

尚、 　　　　に記した事項でも、状況によっては重大な結果に
結びつく可能性があります。いずれも重要な内容を記載しています
ので必ず守って下さい。

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こ
りえて、死亡または重傷を受ける可能性が
想定される場合。

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こ
りえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能
性が想定される場合及び物的損害のみの発
生が想定される場合。

●ショックダンパの取付け、取外し、保守、点検等の際には、
不意に衝突物が動き出さないよう固定し、安全な状態で作業
して下さい。
●労働安全衛生規則第2編第1章第1節一般基準を遵守して下さい
●製品の取付け、取外し、保守、点検の際には、
・取扱説明書に従って作業して下さい。
・事前に、ショックダンパ装着装置の元電源を必ず切り、ま
た不慮にスイッチが入らないようにして下さい。
・作業に適した服装、適切な保護装置（安全眼鏡、手袋、安
全靴等）を着用して下さい。

●衝突物の保持は、必ずショックダンパ以外の機構（ストッパ
ー等）で支持下さい。
●吸収エネルギーの調整は停止時に行って下さい。
●架台は、ショックダンパの最大抵抗力に耐えられる程度のも
のをご用意下さい。
●部品の摩耗、寿命等により機能、性能が低下する事があります。
取扱説明書に従って定期的に点検を行い、機能、性能不良の
時はお求めの販売店を通じて修理をご用命下さい。
●製品には取扱説明書を添付しています。ご使用前に必ずお読
み頂き、正しくお使い下さい。取扱説明書がお手元に無い時は、
お求めの販売店、もしくは弊社営業所へ商品名、シリーズ名、
形番をご連絡の上、ご請求下さい。
●取扱説明書は、必ず最終にご使用になるお客様のお手元まで
届くようにして下さい。

毎度お引立を頂き厚く御礼申し上げます。
ご使用に際し、本説明書をご一読の上ご使用下さい。
又、各機種の仕様、寸法、オプション選定方法につきましてはカタ
ログをご覧下さい。

1．据付方向
水平、垂直、傾斜など自由に据付けて下さい。

2．取付方法 
　本体、両端面のネジ（４ヶ所）を利用して直接取り付けて下さ
い。
又、オプションの取付脚（Ｆ形及びＬ形）を使用しての取付方法
もご利用下さい。

　　3．据付上の注意
3－1 衝突物体の運動方向とショックダンパの軸心を１度以内に合

わせて下さい。
3－2 吸収ストロ－ク最終端

では衝突物体を支える
ストッパ－を取り付け
て下さい。ショックダ
ンパ自体では、静止時の荷重保持は
できません。特に、垂直落下、推力
のある場合は必要です。ストッパ－の
取付位置は、ストロ－クに２～３ｍ
ｍ余裕を残して下さい。

3－3 ショックダンパの周辺部は熱放散を
より効果的にするため広く取って下
さい。周囲温度は０～50℃の範囲で
ご使用下さい。この範囲外の温度になるときは、ご相談下さ
い。

3－4 雰囲気が粉塵、水滴などが、かかる悪い場所、又は屋外でご
使用の際には、直接、雨水、粉塵がかからないよう覆いなど
で保護して下さい。
尚、粉塵が多いときには、ジャバラ付をご利用下さい。

3－5 ショックダンパの取付強度は充分耐えられるものにして下さ
い。
（カタログ記載の標準機種一覧表の許容最大抵抗力の２～2.5
倍を満足させて下さい。）

4．調整目盛の合わせ方
ショックダンパの目盛調整は次のように行って下さい。
4－1 衝突物相当質量Wnを目盛りに合わせて下さい。

目盛調整は、回転ケ－スのほぼ中央にある穴に付属の回転工
具を嵌めて回転ケ－スを回し、ロッドハウジングの指示玉と
目盛値を合わせて下さい。

4－2 衝突物相当重量Wnは、衝突エネルギーＥkと衝突速度Ｖに
よってチェックして下さい。

特に、重力、推力（シリンダの押込めの力、モータの駆動力
など）などによる付加エネルギーEk2が加わるときには、こ
の分の相当重量がプラスされます。
純運動エネルギーEk1のみ作用するときには、Wnは衝突物
重量W1となります。

4－3 １～２回試運転してピストンロッドの引込み量を見て下さい。

4－4 全ストロークが引込まず、余裕のあるときは、回転用工具で、
目盛を僅かずつ、小さい方に回し、ストロークの余裕が2～
3mmになるまで試運転を行って下さい。

4－5 全ストロ－ク引込んでしまった時は、目盛を僅かずつ大きい
方に回し、ストロ－クの余裕が2～3mmとなるまで、試運
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転調整を行なって下さい。
4－6 外力（重力、推力など）が常に働くときには、急速に引込ん

だ距離だけを引込み量として調整して下さい。
4－7 周囲温度、使用条件に応じて、ショックダンパの温度を安定

させるために約１時間実際の使用状態で試運転し、ストロー
クの余裕が2～3mmになるよう目盛調整して下さい。

　　5．使用上の注意
5－1 規定以上のエネルギーをかけないで下さい。
5－2 衝突物相当重量、衝突速度、頻度は許容値内でご使用下さい。
5－3 2台を並列で使用されるときは、片荷重にならないように、
         同じ目盛に必ず合わせて下さい。
5－4 ピストンロッドは無理に回転させないで下さい。
5－5 不用意に給油プラグを緩めないで下さい。
5－6 大気圧以外での使用はできません。

6．作動油の交換及び補給
作動油の交換は弊社にご相談下さい。
6－１ 油の交換

ショックダンパの特性を常に良好に維持するためには、適時
作動油を交換して頂くことが好ましいことです。
内部の油を少量取り出し、色が黒ずんでいる、悪臭がする、

　　　粘度が低下しサラサラしている、などの作動油の劣化が認め
られれば交換していただく必要があります。
油の劣化の早さは使用条件で大きく異なりますが、一般には
6ケ月に１度の交換を行っていただくのが適当です。

6－2 交換の方法
①ショックダンパの目盛を最小に合わせて下さい。
②回転ケースにある給油プラグを取り外して、内部の作動油
を完全に抜いて下さい。
③新しい作動油を給油プラグ穴から注入するか、又は油槽中
にショックダンパを浸して給油して下さい。
この際、ピストンロッドを往復させますと内部の空気が逃
げやすく、注入が早くできます。
④内部の空気は完全に抜き、作動油で満たして下さい。
⑤空気残量のチェックは、目盛を最大に合わせ、ピストンロ
ッドを押さえ、この時簡単に動いた距離（ガタ）が、空気
残量です。このガタが1～2mmとなるまで給油を行って
下さい。
（作動油が満たされていますと、
　押し込み抵抗が大きくなり、押し
込みにくく、ガタの区分は簡単に
判断できます。）

⑥給油プラグにシールテープ等を巻き、取り付けて下さい。
⑦最後に給油前と同一目盛に合わせて下さい。

6－3 作動油の補給
正常な作動状態でも作動油は、ロッドに薄い油膜として付着
し、外部に持ち出されて、油量不足となることがあります。
この確認は、6－2、⑤項の方法で、もし油量不足が認めら
れたときには、作動油の交換もしくは、補給をして下さい。
尚、衝突頻度が多く、運転時間が長いときには、オイルタン
クを取り付けたものにすれば自然に補給することができます。

6－4 作動油の種類及び量
①標準形には、モービルDTE24オイルを封入しております。
②モ ー ビ ル　モービルDTE24
昭 和 シ ェ ル　シェルテラスオイル32
JXエネルギー　ハイランドオイル32
出　　　　光　ダフニーハイドロリックフルイド32
コ 　 ス 　 モ　コスモハイドロRO32
③低速衝突形には、信越化学製のシリコンオイルKF961-
　1000を封入しております。
補給及び交換される場合は、上記オイルもしくは同等品を
封入して下さい。
④必要油量は下記の通りです。

7．故障と対策
万一下記のような故障が起こった場合には速やかに対策を講じて下
さい。また、保守面でも、下記の諸項目を重点に定期点検して下さ
い。

小形シリーズ 中形シリーズ
形　　番

DP002A025(-TE)
DP002A050(-TE)
DP005A032(-TE)
DP005A063(-TE)

概略油量（×10－3r）
40
60
70
100

形　　番
DP010A040(-TE)
DP010A080(-TE)
DP030A063(-TE)
DP030A125(-TE)

概略油量（×10－3r）
170
260
870
1320

現　　　象 原　　　因 対　　　策

①衝撃の緩衝度が
　不十分である。
　吸収ストローク
　端でもかなりの
　衝撃が残る。

①荷重目盛が適正でない。
（小さい目盛に合わせて
　いる。）

●適正目盛にする。

②ショックダンパ
　の温度が非常に
　高い。（周囲温
　度より30℃以上
　高ければ異常）

①使用頻度が大きすぎる。 ●制限値以下にする。

③ピストンロッド
　の動きが滑らか
　でない。

①ピストンロッド面に傷
　がついている。

●ショックダンパを交換
　する。

②ピストンロッドが曲が
　っている。

●ショックダンパを交換
　する。

③偏心荷重を受けている。 ●正しく据え付ける。

②衝突速度が大きすぎる。 ●制限値以下にする。

③油の粘度が高い。 ●油を交換する。
●荷重目盛を小さくする。
（油の劣化でなければ）

②油が不足している。
（内部に空気が入ってい
　る。）

●油を補充する。

③過酷な使用で油が分解
　劣化している。
④ピストンが摩耗してい
　る。

●油を交換する。
●サイズアップをする。
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取扱説明書全般に関するお問合せは、お客様お問合せ窓口をご利用下さい｡

弊社営業所・出張所の住所および電話番号につきましては
ホームページをご参照下さい。

お客様お問合せ窓口　TEL（0120）251－602　FAX（0120）251－603

岡山工場　〒７０８－１２０５岡山県津山市新野東１５１５
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